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例 言

1本 書は、長野県飯山市大字飯山2756番地ほかに所在する飯山城跡遺:構確認調査の報告書であり、あわ

せて県の補助金を受けて文化財保護事業 として行 った石垣修理計画策定のための確認調査報告 も掲載

している。

2遺 構確認調査は飯山市が単独事業として行い、飯山市教育委員会主体 となって平成13年6月11日 より

同年8月19日 まで実施 した。

石垣修理に伴 う調i査は、石垣修理計画策定事業の一環 として県補助を受け、平成13年11月5日 より同

18日 まで実施 した。ただし、本報告書は補助事業対象外である。

3発 掘調査に伴 う組織 ・関係者は以下のとおりである。

事 業 主体 者 小山 邦武 飯山市長

発掘調査指導 笹本 正治 長野県文化財保護審議委員

調 査 団 長 高橋 桂 飯山市文化財保護審議会長

調 査 主 任 長瀬 哲 飯山市文化財保護審議委員

調 査 担 当者 望月 静雄 飯山市教育委員会事務局

調 査 参 加 者 万場義秋 ・高橋喜久治 ・高橋武 ・岩井伸夫 ・宮本鈴子

阿部智子 ・藤沢和枝 ・水野翔

事 務 局 清水 長雄

市川 和夫

米持 五郎

丸山 一男

望月 静雄

市村 真理

山本 伊都子

藤沢 和枝

飯山市教育長

飯山市教育次長

市教育委員会生涯学習課長

市教育委員会生涯学習課長補佐兼社会教育係長

生涯学習課社会教育係

11

〃

市埋蔵文化財センター:職員

4検 出された遺構は、確認面において調査を終了した。礎石や土抗等検出されたが、遺構内を調査す る

ことはせず、遺構面に砂を入れてその上に盛土した。 したがって、遺構は現在でも保護 されている。

5調 査において下記の機関 ・諸氏からご指導をいただいた。記 して厚 く御礼 申し上げます(順 不同 ・敬

称略)。

長野県教育委員会文化財 ・生涯学習課(吉 岡埋蔵文化財係長 ・出河指導主事)、郷道哲章(県 立歴史

館)、 宮下健司(飯 山市立第一中学校)、㈱ ミスズ総合コンサルタン ト、㈱文化財保存計画協会

6本 報告書は、高橋桂調査団長の指導をうけて市教育委員会事務局が作成した。

7調 査 に伴 う図面 ・出土遺物 は、飯 山市埋蔵文化財セ ンター で保管 してい る。
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1 概 要

1飯 山城の概要

(1)位 置 と沿革

長野県史跡 「飯山城 跡」 は飯 山市街地 のやや北寄 りにあ り、千 曲川西岸の比高差約35mの 独 立丘陵全体

を利用 して構築 されてい る。

飯 山城 は、武 田信玄 の北信濃への侵攻 に対抗 して、上杉謙信 が信 濃経:営の前線基地 として、永禄7(1564)

年 に本格的築城 した といわれている。天正11(1583)年 上杉景勝 の支配 となって、飯 山城留守役 で あった

岩井備 中守信能 に命 じて城 の改修 と城 下町の建設 を行 なった。

城郭 は、千 曲川の高い断崖 を背 に した丘陵南端の最 上部 に本丸 を置 き、北側 に向か って階段状 に二の丸 、

三の丸 を配置 した平 山城 であ る。二の丸 か ら本丸へ上 る入 り口には枡形が配置 されている。本丸 の西は緩

やかで、帯 曲:輪、 さらに西の一段下に西曲輪 を配置 してい る。

築城 当初 は、越後方面 に通 じる北側 に大手 門が あった とされ、城下町建設に伴 って南側 に大手 門が移 さ

れた らしい。

近世後期 の絵図(図2)に よれば、城郭の周 囲を水濠 がめ ぐり、城 内は、南大手 門か ら西郭 の西 をまわ

って、御用所(籾 蔵 ・合 羽蔵 ・焔硝蔵 などがあった)を 通 り、南 中門か ら三年坂 とよばれていた坂 を上 り

三の丸 ・二 の丸 を経て本丸 に至 る。三の丸には、二重櫓 ・籾蔵 ・武器蔵が あ り、二の丸には二層 の門 ・二

の丸御 殿な どがあった。本丸 には二重櫓、文庫蔵 な どの土蔵 があった とされてい る。 また、北 門か ら北中

門に至 る城 内には、御 長屋 ・御 台所が あった。西曲輪には、藩主 の私邸が あった という。

明治4年 の廃藩置県に伴 い、 日本各地で城 の解体 が行 なわれた。飯 山城 も、門や櫓 ・御殿 な どの建築物

の うち一部 は焼失 したが、門な どは解体 されて払 い下げ られた。現在、濠 は埋 め戻 されて駐車場 な どにな

ってい る。 また、西 曲輪には市 民会館が、南 中門付近 には弓道場が、御用所には武道館 がそれ ぞれ建 て ら

れてい る。 また、 その他 の部分 につ いては城 山公園 としての整備が行 なわれている。 しか し、全 体 として

は平 山城 とい うこ ともあ り、飯 山城の規模や縄張 りについては現在 で も確 認で きる。

本丸 と二の丸 は、昭和47年 長野県史跡に指定 されてい る。

(2)飯 山城の考古学的調査

飯山城の考古学的調査は、平成4年 に行なわれた弓道場建設に伴 う緊急発掘調査が最初である。近世に

は南中門 ・駕籠部屋 ・番所があった場所である。当初は、明治以降民家や畑として利用されていた場所で

あり、遺構が残されている可能性は少ないと思われたが、発掘の結果、南中門や駕籠部屋などの建物跡が

古絵図などに示されていた場所から検出され、その規模 も古文書の通 りであることが明らかにされた。南

中門は五間×二間半、下坪約30坪 の規模で、入 り口扉は11尺 と想定された。番所跡は規模を明確にする事

ができなかったが、6問 ×2間 半の建物が想定された。駕籠部屋は6間 ×2間 で、間取 りも推定する事が

できた。

このように、城内の遺構 を確認することができたため飯山市では弓道場の設計変更 を行い、南 中門跡を

保存する事 とした。遺構に盛土を行い、その上に礎石 を置いて視覚的に門の規模や位置が分かるように展

示している。
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図1飯 山城跡周辺地形図(1:2000)
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図2飯 山城内絵図(近世灘 図写)
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図3南 中門(左)及 び駕籠部屋(右)規 模模式図(1:200)単 位 はcm

2調 査の経緯

(1)確 認 調 査 に 至 る まで の 経 緯

飯山城跡 は、飯 山市では 「城 山公園」 として位置付 け、建設部都 市計画課で管理 してい る。現状 は市民

の憩いの場 として 多 くの市民が訪れ るが、特 に桜の花見 シー ズンには賑わ いを見せ る。___.方、文化財 的に

は飯山城全体が遺跡 として保護 され るべ きものであ り、特 に本丸 ・二の丸 は県史跡 となってい る。現在視

覚的に城 として認識で きるものは、本丸 の枡形や石垣 のみであ り、市 として も 「城」 としての保護 ・活用

を考 えてい くこ とが必要 となっていた。そのため、市教育委員会 では教 育委員会 としての保護 ・活用案 を

検 討 し、 その案 によ り庁 内関係課 との調整 を図る中で市 としての方針 あるいは計画 を策定 してい くこ とと

なった。

市教育委員会 では、飯山城 の整備 ・活用案 を検討す るにあた り、実際に どの程度遺構 が残 され てい るの

か明 らかにす る事が まず必要 だ ということになった。 これ まで、南 中門周辺調査 によ り、 その部分 のみ遺

構 を明 らか にす るこ とがで きたが、他 の部分、特に本丸 ・二 の丸 ・三の丸 につ いては、昭和34年 頃 に公 園

化整備 を実施 したこ ともあ り、遺構 についてはまった く把握 されていなか った。

そのため、飯 山城の中心的な建築物であった二の丸御殿及 び三の丸 ・本丸 の二重櫓の遺構確 認 を中心 と

した発掘調査 を市の単独事業 として実施 す るこ ととなった。

(2)石 垣修 復 に伴 う発 掘調査 に至 る までの経 緯:

飯山市は、県城跡 「飯山城跡」の石垣に歪みや膨 らみがみられることか ら、多くの人が訪れる公園 とし

て危険であるとして修理工事 を実施することとした。県補助事業として、平成12年度か ら3ヵ 年事業 とし

て計画し、平成12年 度は石垣現状測量調査、平成13年度は石垣現状調査及び修理計画の策定、そして14年

度に修理工事を実施することとした。

今年度の修理計画策定は、㈱文化財保存計画協会に委託 して実施 した。そして、14年 度予定の修理工事

においては、排水工事や石垣の補強を行なう計画を立てたが、石垣の下端レベルの把握や失われたと想定

される部分の状況を把握する必要が生じた。修理計画策定のための発掘調査 を行なうこととした。本報告

書以外の発掘事業は補助事業で行なった。

(3)確 認調 査及 び石垣修理 に伴 う発 掘調査 の経 過

2件 の発掘調査は、事業の目的 も性格 も異なったものであるが、一括 して記述 してい く。

平成13年5月30日 県教育委員会教育長宛、県史跡飯山城跡の現状変更許可申請書を提出。

6月11日 県教育委員会指令13教 文第13-5号 により許可通知がある。
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6月28日

7月13日

8月9日

8月13日

9月10日

9月13日

9月19日

11月5日 ～16日

11月20日

発掘調査 を開始。

飯山市立第三中学校生徒発掘体験学習。

笹本正治県文化財保護審議委員 ・県教委吉岡埋蔵文化財係長 ・同出河指導主事による

現地指導。

調査団会議。笹本顧問、高橋団長、長瀬調査主任ほか出席。現地及び会議室において、

成果等を報告する。

現地見学会開催。

発掘調査 ・埋め戻 し・芝張 り作業終了。

県教育委員会宛、石垣修理に伴 う長野県史跡現状変更等許可申請書 を提出する。

埋蔵物発見届ならびに保管証、発掘終了報告 をそれぞれ提出する。

長野県教育委員会指令13教文第13-10号 で許可の通知がある(石 垣修理に伴 う調査=)。

石垣修理のための発掘調査を実施する。

埋蔵物発見届ならびに保管証、発掘終了報告 をそれぞれ提出する。

写真16月28日 第 三中学校生徒 による体験学習 写真28月13日 現地見学会
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II各 調査 区の概要

1調 査区の設定

(1)調 査 区

1)遺 構確認調査(図4)

今回の調査の目的は、飯山城の中枢である三の丸 ・二の丸において、過去に公園整備等が行 なわれてい

たため遺構が残されているのか どうか確認す ることが目的であった。また、本丸 も明治期の神社建立や、

飯山町時代に上水道貯水施設が建設されていたため、やは り近世遺構が残されているのかどうか確認する

必要があった。

調査 にあたっては、

① 調査区はなるべ く小範囲に限定 して、遺構 を確認するだけで壊さない。

② 確認した遺構は図化するが、確認面のみの調査 にとどめる。

③ 埋め戻 しには、砂を入れて遺構を保護 し、将来の再調査に支障のないようにする

の三点を基本姿勢 とした。

本丸は、近世後半において二重櫓 と土蔵が建てられていた くらいで、あまり活用されなかったらしい。

そのため、二重櫓位置の確認 ・近世初期にあったとされるもう一基の二重櫓の確認、不明門があったとさ

れ る場所の確認の3地 点 とした。 トレンチは、既存構造物 を避けるとともに、古絵図に記されている場所

近辺に任意の トレンチを設定した。

二の丸は、城の中枢で御殿があった場所である。御殿跡の確認及び二の丸門の位置の確認の2地 点を調

査する事 としたヨ現況は通路 ・記念物以外芝が張 られてお り、これも任意で御殿付近に並行するトレンチ

2本 、門推定地にこれも任意に1箇 所調査区を設けた。

三の丸は、現在花公園となっており調査地点が限られていたが、二重櫓があったとされる北西隅1箇 所

を調査する事 とした。

2)石 垣修理に伴 う発掘調査

修理計画策定を委託 した㈱文化財保存計画協会より、策定のために調査の必要な箇所について依頼のあ

った箇所は6地 点であった。遺構面レベルの確認が主体であったが、 トレンチを設けた帯曲輪Aト レンチ

及び本丸E・F地 点は石垣が失われている場所であり、石垣 ラインの確認 もあわせて目的としていた。

トレンチの名称は、飯山市が市単事業 として13年6月 から8月 にかけて実施 した確認調査の トレンチ番

号の続 きを付 した。二の丸での トレンチはDか ら、帯曲輪はA、 本丸はDか らとなっている。

一6一



図4調 査区位置図(1:1000)
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(2)調 査区の概要

各 トレンチの概 要一覧 は下表 の とお りである。

トレンチ名称 調査面積 確 認 遺 構 発 見 遺 物 備 考

本丸A 21.5 二重櫓跡 陶磁器 ・土器 ・銭貨 遺構確認調査

本丸B 10 礎 石 ・土 抗 ・ピ ッ ト 陶磁器 ・土器 遺構確認調査

本丸C 16 不明 陶磁器 ・土器 石垣修理調査

本丸D 2 陶磁器 石垣修理調査

本丸E 3 陶磁器 石垣修理調査

本丸F 5.5 石垣下端 陶磁器 石垣修理調査

本丸G 7.2 石垣列 ・本丸門礎石 陶磁器 石垣修理調査

帯曲輪A 7.2 石垣 陶磁器 ・鉄製品 石垣修理調査

二の丸A 50 二の丸御殿跡 陶磁器 ・鉄製品 遺構確認調査

二の丸B 50 二の丸御殿跡 陶磁器 ・鉄製品 遺構確認調査

二の丸C 6.7 二の丸門跡 陶磁器 ・鉄製品 遺構確認調査=

二の丸D 2 石垣下端 陶磁器 石垣修理調査

二の丸E 3 石 垣下端 ・根石 陶磁器 石垣修理調査

三の丸A 10 陶磁器 ・鉄製品 遺構確認調査

計 194.1m2

表1各 トレンチ調査状況

蜘;蝋灘 臼鵬 き㎜ 縄 顧㎜ ㎜ 次3膨貞灘}照 練 灘く:=禰&㎜ 擾欄 一;厭=;構 騨焔餌;'刷鰍 閥 燃=二≧撚 無爆一 一 瀟=轍 ㎜ 駅駅網'

写真3調 査後の砂による遺構保存
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図5本 丸 ・帯曲輪 トレンチ位置図(1:400)
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(1)本 丸Aト レン チ(写 真4・5・ 図6)

本丸 の西南隅に、2×4mの トレンチ を設定 したが、後 にやや拡大 した。 この トレンチ付近 よ り北側 の

平坦地 に、かつて50m2以 上 の上水 道 タンクが建て られてお り、地下 もか な り深 く削土 された こ とか ら、二

重櫓 跡が確認 されて もご く一部だ ろうと推測 された。

調査 区は、予想通 り北側約半分 において上水道施設の痕 跡 と思 われるコンク リー トブロックや鉄 筋の一

部が検 出 され、調査確 認面 よりか な り深 くまで破壊 されてい る事 が伺 えた。南側 においては、二重櫓の基

礎の割栗石 と思われ る小石集 中箇所が3箇 所 で検 出された。西側割栗石 はよ く残 ってお り、北側 に接 して

続 く部分 は破壊 されている。東側栗石 は___.部のみ残 されて いたが、 この間の寸法は中心 で約4.5mで ある。

二重櫓の規模 は、古絵図等で5間 半 ×3問 半 と記載 されてお り南北に長か った らしい。西側 の割栗石1

が位置的に も二重櫓 の西南隅基礎 と思 われ ることか ら、割栗石2に 向かって2間 半、 また割栗石1の 北に

接す る割栗石3の 方向へ5間 半いった部分が二重櫓 の位置 と推定 され る。

なお、南側 の切岸にかか る黒色土の部分は造成等 された形跡が な く、弥生式土器 が出土 して いる。

写真4本 丸Aト レンチ近景

写真5本 丸Aト レンチ割栗石1

10



図6本 丸Aト レンチ平面図(140)

一11一



(2)本 丸Bト レ ン チ(写 真6・ 図7)

近世 後期 の古絵 図には記載 されていないが、松平時代 の正保 の絵 図な どには東南隅あ るいは南端 のやや

東寄 りに記載 されている。現状 では東南端 に記念碑等があ って調査 で きないため、南端 のやや東 よ りの部

分 に トレンチ を入れた。

トレンチは、任 意の4×2mで 設定 した。約40cm掘 り下げたが、調査 区西南隅付近 で比較的大 きな平石

を検 出 した。調査 区南側 には歩道施 設があったため拡張はで きなかったが、礎石 の可能性が あ る。 また、

ほぼ中央 に土抗状の落 ち込 み、東側 に ピッ ト状 の落 ち込み を確 認 したが、 いずれ も上面確認だ けで遺構 内

の調査 は実施 しなか ったので、各遺構 の性格 につ いては不明であ る。

Aト レンチ と同様 に弥生 式土器が若干出土 している。

(3)本 丸Cト レ ン チ(写 真7・8・ 図7)

本丸 の東端 であ り、不明門があった とされ る場所付近 である。実 際には もう少 し南隅の位置 と考 え られ

たが、記念碑 等が建立 されてい るため 当該 地 とした。

トレンチの規模 は6×2mで 、 さらに東に2m延 長 したので凸状 の調査 区 となった。

調査 の結 果、建物 の割栗石 と考 え られ る石 の まとま りが1箇 所検 出 されたが、他 に まとま りを有 してい

る ものはな く、遺構 につ いては明確 に し得 なか った。

写真6本 丸Bト レンチ出土礎石 写真7本 丸Cト レンチ調査風景

写真8

、鵠

本丸Cト レンチ
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図7本 丸B・Cト レンチ平面図(140)
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(4)本 丸Dト レン チ(石 垣修理 に伴 う調査)(写 真9・ 図8)

本丸の最 も高い石垣 の西側部分 で、途 中で石垣が途切 れ、 内側 の土砂 の流出が激 しい ところである。

石垣が続いていた とすれば、 どの ようなラインであったか を確かめ るために トレンチを入れ た。 トレン

チ規模 は2×1mで あ る。結果、裏込め石 の残 りか と思われ る小礫 を検 出 したが、石垣 ラインにつ いては

不 明であった。 ただ し、調査区はかな り下位 まで撹乱 されている事が確 かめ られたの で、後世 に石 積み を

撤去 したの ではないか とも推測 され る。

(5)本 丸Eト レ ンチ(石 垣修理 に伴 う調査)(写 真10・11・ 図8)

本丸Dト レンチ と同様 の場所で、旧土塁南側 を形成す る部分 である。やは り古絵図 には石 垣が記載 され

てい るもの もあ り、 その確認 を目的 として トレンチ を入れた。 トレンチ規模 は、3×1mで あ る。結果、

上方 は暗黒色土層 ・黒色土層 ・テフラ層 と層序 になってお り、上層の暗黒色土層は築城時の盛土で あるか

もしれないが、以下は まった く撹乱 されていない土層であ った。 トレンチ南端 より石の ま とま りが確 認 さ

れたが、 あ るいはこれが石垣の根石 あ るいは土留め押 さえ石 の可能性があ る(写 真11)。

写真9本 丸Dト レンチ

写真10本 丸Eト レンチ 写真11本 丸Eト レンチ出土根石
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図8本 丸D・Eト レンチ平面図(1:50)
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(6)本 丸Fト レ ンチ(石 垣修理 に伴 う調査)(写 真12・13・ 図9)

本丸 門の石垣 で、北に面す る部分 であ る。石垣 レベ ル確 認のために トレンチを入れた。 トレンチ規模 は、

6×1mで ある。結果、二 の丸Dト レンチ と同様 に地表面 に見え る石が最下 の石 で、その下 には安定 させ

るための小石が部分 的に入れ られてい るのみであ る。

(7)本 丸Gト レ ン チ(石 垣修理 に伴 う調査)(図9・ 写真14・15)

虎 口か ら本丸 門に向か って左側、現状 では石積 みが僅か に認め られ る部分 である。 この石積 みが続 くの

か どうかにつ いて確認す るために トレンチ を入れた。 また、虎 口内にかつ ての コンク リー ト排水施 設が機

能 を果た さずに残 されてい るため に、撤 去に向けてその下層の状況 も把握す るこ ととした。 トレンチ規模

は6×2mで 設定 したが、 コン クリー ト排水施 設や石段が あったため調査可能部分 のみ を発掘 した。

結果は、石積 みが続 いてい るこ とが判明 した とともに、本丸門 と思われ る礎石 も検 出 した。石積 みは最

後 まで検 出で きなか った ものの、様相か ら本丸 門 まで続 いていた もの と考 え られ る。なお、通路 中央部分

につ いては約1m掘 り下げ たが遺 構等 は発見 されなかった。

(8)帯 曲輪Aト レ ンチ(石 垣修理 に伴 う調査)(図10・ 写真16)

二 の丸Eト レンチの石垣の西に接す る部分 で、古絵 図等 に石垣 は記載 されているが、現状 は石 が まった

く認め られ ない。そのため、石垣 の存否等 を確 認す るため トレンチ を入 れた。 トレンチの規模 は、4×2

mで あるが、 コンク リー トの縁石 があったために下端 の一部 は調査 で きなか った。

調査結果 は、斜面に石垣 の一部 と思 われ る大 きな石 が確認 され、裏込め の小礫 なども発見 された。 この

ため、か な り破壊 を受 けているものの、かつて この部分 には石積 みがあった もの と考 え られる。

写真12本 丸F・Gト レンチ調査風景 写真13本 丸Fト レンチ
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図9本 丸F・Gト レンチ平面図(150)
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帯曲輪Aト レンチ

図10帯 曲輪Aト レンチ平面図(150)

綴
燃 聡蝉

、

写真14本 丸Gト レンチ推定本丸門礎石

写真15本 丸Gト レンチ石垣列 写真16帯 曲輪Aト レンチ
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図11二 の丸 トレンチ位置図(1:400)
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(1)二 の 丸A・Bト レ ン チ(写 真17～21・ 図12・13)

確認調査 にお いて最 も主体 とした箇所 で、二の丸御殿 跡の痕跡 を把握 す る事 を主眼 とした。また、200坪

に も及ぶ大 きな建物であ るので、おお よその配 置を確認す るために2×25mト レンチ を2本 設定す るこ と

とした。

調査 区は、二 の丸の形状に合 わせ任意に設定 したが、二本の トレンチはAト レンチの北隅 を基準 として

東 に25m、 南 に2m、 さらに10m南 に延 ば してBト レンチ北隅杭 とした。 したが って、A・Bト レンチは

同一 グ リッ トとな る。 また、後 に国家座 標 も設定 した。

調査 は、Aト レンチか ら着手 した。表土は20～40cmの 盛土 となっていた。 これは、昭和30年 代 に行 なわ

れた公 園造成整備 に より盛 られた もの と考 えられ る。現在、 当時の工事書類 を見つけ られないため詳細 は

不 明であるが、おそ ら く周 りに巡 っていた土塁等 を削土 して埋め立てたのではないか と推測 される。 また、

Bと レンチ では1層 とII層 の境界面において、重機 の キャタ ピラ痕が明瞭に確認 できている(写 真21)の

で公 園造成整備時に行 なわれたこ とは間違 いが ないだ ろう。II層 は旧表土で黒色土であ る。層厚が浅 いた

め、造成時 に若干削土 された可能性があ る。II層 下面において割栗石 等 を確認 した。割 栗石確認面 におい

て もガ ラス片等が 出土 しているこ とか ら、II層 の約15cmは 幕末 ～昭和30年 代 までの包含 層 とい うこ とにな

る。 また、西側 よ りも東側 に行 くにしたがって遺存状態は良い。

検出 された遺構 は、二の丸に建て られた最後 の建築物の割栗石 と考 えられ、規模か らも古絵 図 ・古文書

で示 されてい る二 の丸御殿であ ると考 えて間違 いないだ ろう。 なお、各割栗石 はほ とん どが ピッ ト状 にな

ってお り、少 し掘 り込 んで小石 を詰め込みその上 に礎石 を乗せ た もの と考 えられる。割栗石 の周囲 は焼土

を伴 うなど明 らかに焼 けた痕跡 をとどめていた。 これが明治5年 の二の丸御殿焼失に関係す る ものか どう

か即 断できない。 ピッ ト内については、今 回の 目的か ら確 認 しただけで調査 は実施 しなかった。

確認 され た割栗石 の配列 は図12の 通 りで、最 も遺存状態の良い割栗石はAト レンチP1か らP9の 付近

であ る。P1か らP5ま での間隔は150、75、250、90cmと な り、 これを現存 している二の丸御殿平面 図に

照 らし合 わせ る と図13の ようにな るもの と考 えられ る。

写真17二 の丸調査風景(本 丸より)
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写真18二 の丸Aト レンチ遺構検 出状況 写真19二 の丸Aト レンチ割栗石及びピッ ト

写真20二 の丸Bト レンチ遺構検 出状況 写真21二 の丸Bト レンチII層 上面のキャタピラ痕
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図12二 の丸A・Bト レンチ平面図(1120)
'
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(2)二 の 丸Cト レ ンチ(写 真22・ 図14)

当該地 は、二層の二の丸 門が あった とされ る場所 である。現況 は通路及 びコンク リー トの縁石 に よって

区切 られた芝地 で、調査 す る箇所 は限 られていた。通路 は、三の丸 に向か って下 ってお り、近世 における

城内通 路 とほぼ同 じであ る。 ただ し、雨水 等に よりか な り土砂 が流 されているように見受 け られ、当時の

生活面 よ り削 られている可能性が ある。 トレンチの場所 は、 コンク リー トの縁石 に よって囲 まれた芝地内

に設定 した。 縁石 のためにやや不定形 な トレンチ となった。

調査の結果、現地表面 よ り70cm下 位か ら割栗石 が確認 された。範囲 も広 いこ とか ら、二の丸 門の もの と

考 え られ る。

(3)二 の 丸Dト レ ンチ(石 垣修理 に伴 う調査)(写 真23・ 図15)

二 の丸か ら帯曲輪に続 く部分 で、本丸 に上が る虎 口西側部分 である。 ケヤキの大木が石垣 を崩 していた

り、石積 みに膨 らみが 目立つ箇所 で もあ る。石積 みの下端 レベル確 認のために調査 を実施 した。 トレンチ

規模 は2×1mで ある。

調査 の結果、石積みは地表下30cmで 終 わっている。地表に現れ てい る石 が石積みの最下段 の石 でその下

には小 さな石 が安定 させ るため に部分 的に入っているに過 ぎない。

石 垣のす ぐ前面 にはかつて施行 された排水施設 によ り破壊 され ていたが、残 されてい る部分 においては

小礫が数 セ ンチの厚 さで入っているのみであ る。

(4)二 の 丸Eト レン チ(石 垣修理 に伴 う調査)(写 真24・ 図16)

本丸北壁の部分 で、最 も長 く石積み されてい る箇所 である。 トレンチの規模 は3×1mで あ る。

石垣 は、現地表面 より約80cm下 位 まで入 ってい るが、 これはむ しろ、後世 において盛 り土 したため と考

え られ る。根石の押 さえ として前面 に も大 きな石 が置かれてお り、調査 した前方3mま で大小 の石 が敷か

れてい る。

写真22二 の丸Cト レンチ遺構検出状況

一24一



図14二 の丸Cト レンチ平面図(140)

写 真23二 の丸Dト レンチ 写真24二 の丸Eト レンチ
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図15二 の丸Dト レンチ平面図(150)
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図16二 の丸Eト レンチ平面図(1-50)
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図17三 、の丸 トレγチ位置図(1400)
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(1)三 の 丸Aト レン チ(図17・18・ 写真23)

三 の丸には、正保 の絵図や近世後期 の絵図 には西北端 に二重櫓が記 されてお り、本丸二重櫓 とともに近

世前期か ら幕末 まで飯 山城の シンボル として存在 していた らしい。三の丸 地区は全面花公園 として整備 さ

れてお り、かつてはジャンプ台 も作 られていた(図17)。 また、正確 な記録 は見つ か らないが、北側 に造成

されている城 北 グラウン ド造成に よ り5～10m程 度削土 された との 多 くの証 言がある。 このため、すでに

削土 されて失 われている可能性 も考 え られたが確認す るため トレンチを設定 した。

トレンチは4×2mで 、 旧ジャンプ台カンテ付近 である。工事の ためか約30cm下 位 まで撹乱が認め られ

た。調査 は約40cm掘 り下 げたが、石 等が検 出された ものの まば らであ り建 物跡 と推定す るには至 らなか っ

た。

図18三 の丸Aト レンチ平面図(1:40)

写 真25 三 の丸調査風景
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5遺 構の配置

今回の確認調査により、建物跡 と推定されたものは二の丸御殿跡、本丸二重櫓跡、本丸門跡、二の丸門

跡の4箇 所である。いずれも一部のみの確認のため該当施設 と確定す るものではな く、 また全体が残され

ているのかどうかについても明らかではない。ただし、現状から考えると二の丸御殿はほぼ全体が良好に

残されていると判断される。本丸二重櫓は水道施設があったため北側の大部分は消滅 し今回検 出した遺構

のみ と考えられる。本丸門 ・二の丸門については一部通路により削土されている可能性がある。

これら4建物について、その配置を示 したものが図19で ある。今 まで絵図のみでしか推定できなかった城

内の建物が、実際に基礎部分だけといえども明らかにし得たことは大 きな成果であり、今後の整備計画策

定に向けて大 きな前進となった。

図19確 認 遺;構位置図(12000)
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III 出 土 遺 物

限 られた部分 のみの調査 であったが、各 トレンチ よ り土器 ・陶磁器 をは じめ鉄 製品 ・銭貨 などが発見 さ

れた。一部築城以前の遺物 も発見 されたが、近世におけ る城 内の暮 らしの.__.端が明 らか となった。

灘 銀搬糠 臨撫
見の 中期弥生式土器 長野県考古学会 誌9」 が、

発掘 に より発見 されたのは今 回が最初 である。 出

土 した土器 は、本丸A・Bト レンチか らまば らに

出土 した もの で、調査 の性格上遺構確 認面 までは

調査 しなか った。発見 された遺物 は、1が 旧石器

で、本丸Eト レンチ出土。2は 縄文中期土器 で、

3～8は 弥生 中期 土器 の甕 ・壺破片であ る。
写真26土 器 ・石器

陶磁器碗(写 真27)

陶磁器 には、碗 ・皿 ・小鉢 ・徳利な どが 出土 してい る。すべて破 片であ り、全形 をうかが えるものは な

い。1は 仏飯器で、御殿 と推定 され る二 の丸Aト レンチよ り出土 してい る。2の 小鉢底部 には、「太明宣」

の銘 があ る。3・4は 碗、5・6は 徳利 である。9は 色絵染付けで、二 の丸Aト レンチ出土。

写真27陶 磁器
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陶器摺鉢(写 真28)

無粕の焼き締め陶器で、いずれも肥前系の播鉢

である。底部を確認できるものは総て高台はない

ので、肥前播鉢の編年か らすれば近世前記ないし

は中期におかれるもの と思われる。帯曲輪Aト レ

ンチを中心に、二の丸Bト レンチでも出土してい

る。

陶器 片 ロ鉢(写 真29)

液体 を容器 に移すために用 い られ るもので、本

丸Fト レンチの出土であ る。瀬戸美濃製 品であろ

うか、灰粕 で器壁 も非常 に薄 い。

写真28陶 器播鉢

煙 管 ・銭貨(写 真30)

刻 み煙草 を喫煙す るためのきせ るである。本丸

Cト レンチ及 び帯曲輪Aト レンチの出土 である。

雁首 が緩やか に立 ち上 が り朝顔状 に開 く形態は、

近世 中期頃の ものであろ う。

銭貨 は意外 と出土 しなか った。寛永通宝 と天保

通宝が各1枚 であ る。寛永通宝は、本丸Fト レン

チの出土で、背は無文 である。天保通宝は本丸A

トレンチの出土。背 に當百文(異 字体)の 文字が

ある。

写真29陶 器片口鉢

写真30煙 管 ・銭貨
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